
异体字の昿埜
いたいじのこうや

㐧三夜 「葛」字攷

安岡孝一
• 1946年 11月 16日
内閣が「当用漢字表」1850字を告示

• 1949年 4月 28日
内閣が「当用漢字字体表」1850字を告示

• 1969年 8月 1日
JIS Z 8903「機械彫刻用標準書体 (当用漢字)」制定

• 1977年 1月 21日
国語審議会が「新漢字表試案」1900字を発表

• 1978年 1月 1日
JIS C 6226「情報交換用漢字符号系」制定

• 1981年 3月 23日
国語審議会が「常用漢字表」1945字を答申

• 1981年 10月 1日
内閣が「常用漢字表」1945字を告示

• 1983年 9月 1日
JIS C 6234「ドットプリンタ用 24ドット字形」制定
JIS C 6226「情報交換用漢字符号系」改正

• 1984年 3月 1日
JIS Z 8903「機械彫刻用標準書体 (常用漢字)」改正

• 1994年 7月 6日
国語審議会が、常用漢字以外の字体に関するワーキンググループを発足

• 1998年 6月 24日
国語審議会が「表外漢字字体表試案」を中間報告

• 2000年 12月 8日
国語審議会が「表外漢字字体表」を答申

• 2004年 2月 20日
JIS X 0213「7ビット及び 8ビットの 2バイト情報交換用符号化拡張文字集合」改正

• 2010年 6月 7日
文化審議会が「常用漢字表」2136字を答申

• 2010年 11月 30日
内閣が「常用漢字表」2136字を告示

USTREAM録画: http://www.ustream.tv/recorded/17571760



図 1: 東京府に葛飾區を設置 (1932年 10月 1日)
[警視廳・東京府公報, 號外 (1932 年 5 月 24 日), pp.1-2.]



図 2: 当用漢字表 (官報告示)
[官報, 号外 (1946 年 11 月 16 日), pp.1-2.]



図 3: JIS Z 8903「機械彫刻用標準書体 (当用漢字)」制定 (1969年 8月 1日)



図 4: 新漢字表試案 (国語審議会中間報告, 1977年 1月 21日)



図 5: JIS C 6226「情報交換用漢字符号系」制定 (1978年 1月 1日)



図 6: 常用漢字表 (官報告示)
[官報, 号外第 88 号 (1981 年 10 月 1 日), pp.2-77.]



図 7: JIS C 6234「ドットプリンタ用 24ドット字形」制定 (1983年 9月 1日)



図 8: JIS C 6226「情報交換用漢字符号系」改正 (1983年 9月 1日)



図 9: JIS Z 8903「機械彫刻用標準書体 (常用漢字)」改正 (1984年 3月 1日)



図 10: 表外字に対する標準字体の制定を国語審議会に請願
[日本語学, 第 13 巻, 第 5 号 (1994 年 5 月), pp.19-27.]



図 11: 表外漢字字体表試案 (国語審議会中間報告, 1998年 6月 24日)



図 12: 表外漢字字体表 (国語審議会答申, 2000年 12月 8日)



図 13: JIS X 0213「7ビット及び 8ビットの 2バイト情報交換用符号化拡張文字集合」改正
[JIS 漢字コード表の改正について, 経済産業省 (2004 年 2 月 20 日).]



図 14: 奈良県に葛城市が誕生 (2004年 10月 1日)
[官報, 第 3808 号 (2004 年 3 月 12 日), p.4.]



図 15: 常用漢字表 (官報告示)
[官報, 号外第 250 号 (2010 年 11 月 30 日), pp.7-88.]


